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要   約   

本報告は，シンガポールのバリーパークコンドミニアム建設工事において，曲面をもつ  

PCバルコニーの取付概要を述べたものである．   

本PC版の1つの形は，ラグビーボールを均等に8分割したような立体形をしており，そ  

の2つを真申でジョイントさせて，1組のバルコニーとなる．また，手摺，カーテンウオ  

ールと複雑に取合うため，PC版の均等化や取付誤差に十分配慮しなければならない．また  

高層階の取付において，PC版を軽量化する必要惟より軽量骨材を採用した．特殊な曲面を  

もつPC版の製作から取付手順など，工程短縮のテーマもふまえて報告する．  

【】次  

§1．はじめに  

§2．Ⅰ二事概要  

§ニう．PC版概要  

§4．取付概要  

§5．おわりに  

§1．はじめに  

この建物は，シンガポールのメイン過りであるオーチ  

ャードロードから徒歩1〕分ほどの立地条什のよい敷地に  

図－1 バリーハークコンドミニアム外観  ★シンガポール（営）バリーハーク（出）  
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20階建および15階建合わせて5棟，駐車場2棟，テニス  

コート スカッシュコート，スイミングプールなどの持  

合施設を持ち，内装では床．浴室等は大理石張り∴客室  

には天井内に埋設されたエアコンがあるなど仕上げ，設  

備とも立派な高級集合住宅である．   

当初，施工計画にあたり，バルコニーを含めて全てを  

在来工法（RC造）とする予定であったが．そうした場  

合、曲面をもつバルコニー部の型枠卜鉄筋工事が，2週  

間サイクルで上がっていく本体の上程に影響を及ぼす懸  

念があること，足場を組む必要があること，また，仕l二  

げ段階に人った時の左官1二幸において、3次曲面を均一  

にならしていくには相竺与囲難であることなどがあり，シ  

ンガポールという土地にも拘わらず思い切ってバルコニ  

ー部分の躯体をPC枇で施工することにした．PC化の  

探拝＝二あたって．モールド（型枠）の素材の検討．製作  

過稚から軽量骨相を用いたPC版の軽量化．取付方法な  

どさまぎまな分野・方面からの検討を加えた．   

ここにその内容と本PC版の品質管理・取付時におけ  

る問題点．今後の検討事項について報告する．  

図－3 基準階住戸平面図  

設計者：TSPARCHITECTS＆PLANNERS  

施工者：西松・ラムチャンJV  

I二  期：1994年8日12日～1997年2日17日（130週間）  

敷地面積：59，529mご  

建築面積：14，223mご  

述床面積：147，555m？  

軒  高：68．95m  

最高高：73．40m  

構  造：鉄筋コンクリート造  

田  途：共同住宅（728戸）  

建物概要：（1）共同住宅棟一全5棟  

20階棟－4棟  

15階棟－1棟  

（2）駐車場棟 －2棟  

（3）クラブハウス棟  

（4）スカッシュコー ト棟（2面）  

（5）守衛所棟  

（6）変電設備棟  

（7）その他施設   

§2．工事概要   

2－1工事概要  

工事名：PROPOSEDVALLEYPARKCONDOMINIUM  
PROJECT  

T事場所：RIVERVALLEYROAD／KELLOCKROAD  

SINGAPORE  

発注者：M／SRIVERⅥ1LLEYPROPERTIESPTELTD   
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テニスコート3面  

スイミングプール  

（8）主要建物の杭工事は別途  

2－2 主要村数量  

（1）コンクリート 76，000m′j   

①GRADE30（N／mm2）－59，000m’う  

②GRADE35（N／mm2）－15，000mlう   

③－その他－2，000m′1  

（2）型枠一502，000m2  

（3）鉄筋－10，540t   

図－2に配置問および拐垂計画図を．図－3に基準階  

住戸平面図を示す．  

取付時引込用フックのインサート  

取付調節及び下がり止め用  
ボルト  

手摺用アンカープレート   

§3．PC版概要   

3－1 PC版詳細   

PC版の大きさは，最大のタイプBALIC（1R）  

で長さ4，015mm．幅2，094．5mm．高さ1，675mm．重さ  

4．4tである．壁惇は原設計では150mmであったが，ト  

ラッククレーン，タワークレーンの作業半径を広げる目  

的と．作業性も考慮に入れ，できるだけ軽量にするため  

に110mmに決定した．コンクリートは約1．8mlうで設計強  

度は35N／mmコであったが，PC順の発送ならびに取付を  

コンクリート打設後7日後で計画したため，P E  

（ProfessionalEngineer）より村令7［］で35N／mm？の  

強度が得られるようにという指示で．設計強度を  

40N／mm？とした．試験体破壊テストでは．全部の試験体  

で満足できる結果が得られた．   

図－4に平面図，図－5に立面図A，図－6に立面図  

Bをそれぞれ示す．  

3－2 打込み金物  

①ジョイントA一曲げ加工鉄板 t＝10mm lピrス  

笠－ジョイントB－フックボルト（溶融亜鉛メッキ処理）   

M24 1ピース  

3ジョイントC一鉄板 200×100×8t lピース  

④取付調節および下がり止め用ボルトのインサート M20   

1＝7こimm 3ピース  

3取付時引込み用フックのインサートーM201ピース  

⑥手摺用アンカープレートー65×80 5ピース   

ジョイントAの詳細を図－7にジョイントBの詳細を  

図－8に示す．  

3－3 PC版のタイプと数量   

PC版はブロックの形の遠いによって4タイプあり，左  

わ合わせて8タイプになる．それぞれの数量を表－1に  

ホす．  

図－4 PC板平面図  

図－5 PC板立面図A  

図－6 PC板立面図B  
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」 里 

図－7 ジョイントA  図－8 ジョイントB  

表一1 PC版数量表  表－2 軽量コンクリートの配合  

Ⅰ引（）ぐk  Bl（）Ck．  Block  Bloぐk  Block  Total   ロ  巴  ロ  ロ  5   
BAl」11 l上1   14  B8   

BAl＿1R  l1   iこ1  8とi   

BAIJ2l」  刊  59   19   

1iAIJ2R  講  調   拍   

IiA【」iL  20   20   

IiA【」・；R  ごい   20   

IiAIノ1  19   19   

IiAし  19   19   

r「りIal   11ホ   ＼ト   パパ   11昌   52さi   

C（）NCRETE MIX DESIGN  
ConcreteGrade：G40  

VOLUME／ml  

TargetSlump：80mm  

Ⅵねter  Cmt  salld  agg  mt150   
（kg）  （kg）  保g）  堰g）  （ml）   

144   410   640   604  ニう280   

TRIAL MIX DATA   

TrialⅥ）1ume：GOlitre  DateofCast：25／08／95  
SandMoisture：：う．4％（determinedbySpeedy） TimeofCast：15：20  

Ⅵねter  Cmt  sand  agg  mtl二う0   （kg）  （kg）  世g）  （kg）  （ml）  （う01itre  8．桐  2－l．（ミ0  二娼．40  ニ弼．21  197  Sandm／ccorrection  －1」与1    1Jう1      agg．absorption〔Orrertion        9．78    COrreCtedweight  7J与こう  24．（う0  ：う9．71  46．02  197   
SlumpObtained：165mm  CubeReferenee：V7yrM＃2   

3－4 モールド   

モールド（竹附 は」耐久件の．・．1、くでも鉄板が望ましい  

が，スムーズな曲向の形拭を造るには大変困難であるの  

で，容易に造形でき，かつ碓度のある材料としてFRP  

を川いることにして、モーターボートなどの船型を製作  

するニモネ＝二依頼した．製什段階としてまず各断面におけ  

る座標・寸法等のデータに堪づいて試作を行い，コンク  

リート〃謂後モールドを解体し．rl視により曲面部を検  

査した．その結果．やはり所々にrUlハが見つかったので  

よ而をモルタルで補悔し，グラスファイバーを張り込ん  

で目指的な形を造った．また，外側のモールドはアング  

ルフレームで国定してあるが，州則のモールドは現場で  

〃讃したスラブとの＿重ね継子■印の差筋があるため．数ヒ  
ースに分割しなければならなかった．そのため内側のモ  

ールドのセリトに思ったより時間がかかり．浮かし型枠  

となるため堅厚を 一定にする手段や中央部の断面の硬か  

ら折り返した帥壁をII二確に90僅に保つことなどはゃ想以  

仁に難しかった．   
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モールドは当初4タイプー8ピース製作する予定であ  

ったが，FRP製のモールドが何回まで転用できるかが  

判断しきれなかったことや，モールドの製作が大幅に遅  

れたこともあり．工程上から結局12ピースのモールドを  

製作した．結果的には，約10mm厚のFRP製のモール  

ドは，最も多いもので約60回の転用を行った．   

モールド締め付け状況を写真－1に示す．  

3t5 PC版の軽量化   

高層階のPC順の取仙二おいて．150t以卜のトラック  

クレーンを使用するのと．常設のタワークレーンを使う  

のとではコスト面でのセーブ、作業車通路および資材置  

域のスペース確保などタワークレーンの方が有利な貢が  

多い．しかし．4．4tのPC版を吊り上げるには揚上作業  

1二経が制約されるため，PC版をできるだけ軽量化する  

必要がある．そこで日本から輸入した軽量骨相（メサラ  

イト）を用い．村令7「1での設計強度を満たすよう配合   
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写真－2 揚上作業状況  写真－1モールド締め†車ナ粧兄  

写真－4 ジョイントB  

れを取り反した．トラ1ソククレーンでの楊＝1三業粧兄を  

写真－2にホす．  

4－2 取付手順  

i〕C版の取付手順およびチェリク・い踏ま、次の嘆領で  

行った．  

1Ⅰ）C版の検査（搬人帖）  

・糾璧の租相法  

・ジョイントAのイ、■捕：  

中火端部の曲線の直繊度  

ノⅠ）C版の鉄筋と現場才hi楚スラブの鉄筋が交差しないよ   

うあらかじめIflげておく．  

：うスラブレベルの2つのフ、ソクに．2tチューンブロリ   

ク．万端の2つに：うtチェーンブロリクをかけ．1■†1っ   

た腔謹での微妙な朋節ができるようにする．  

1Ⅰ）C版がねじれないようガイドロープを」【封、j－ける．  

1地盤面より少しHり卜げた状態で．チェーンブロック   

ぴ）朋節により坪封、ルベルにしておく．  

＝抽廿位蹄にある相星近づけたらクレーンでの調節をl卜   

め．レバープロ、ソクでの引込みと国定をする．  

丁帥喋の中l甘件を確認し、†、l滞モはセンターラインから  

1うInmにセットする．け側が先に叶州－けてある場合は  
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写真－3 取付作業状況  

比を紆挿試験した打i果，骨材の数いが他より少なくて済  

む表－2の調合を抹＝けることにした．（表－2を！！くり   

軒量′けHを＝いたPC版は．甘適骨相を川いたー）C肌  

より．1ヒース、11たり4．二捕手増の車価となるが．巾さはこう．1  

tとU．リt（20．1％）の畔量化が美現できた．そのため  

30mジナ先端での帯＝二荷l重が：う．1t♂）苗．i貨タワークレーン  

の作業、暮1f≠をノ拍mまで拡大することができ，‘jざ拍畑二は  

行効な結果が得られた．  

§4．取付概要   

4－1取付工程と揚重機計画   

PC版の上i姓十はl二【ヰを人きく眠屑階．申屑附．1■抽づ附  

の：うつにて石ナ．作業通路と各ブロリクの位苗関係により  

多少の差適宣あるが」旺屑隋（LIF～11F）は〕（）tトラ  

、ノククレーンで．小用鞘（12F～11F）は1（）ー）tトラ、ソ  

ククレーン．■丑醐隋（11F～19F）はタワークレーンを  

性＝】し，作業、ll律外♂）部分は1コO tトラリククレーンて行  

った．   

収＝一人＝は．1糾γ人でスタートし．l）C版のストッ  

クを椎保してから2紺11人で作業をけい、【招〃から♂）迅  
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写真－5 鉄筋の継手  

相互の間隔を30mmにセットする．  

享ジョイントA・Bのボルトの締付けと溶接（写真－4   

参照）  

患中央部と端部を，建物本体とターンバックルで仮固定   

しFがり防止する．  

⑲チェーンブロックの取外し．  

⑪隙間部のふさぎと相在の鉄筋の継手．（写真－5参照）  

⑫コンクリート打設．  

⑬7‖の養生後ターンバックルの取外しと，ジョイント   

Cの溶接．   

以仁の手順で作業を進めた結栄，スタート年初は1つ  

のPC他の取付けに2時間近くを要したのに対し∴熟練  

するにしたがい，45分～1時間で取付けできるようにな  

った．  

4－3 問題点   

椒†、J▲けに際して多くのチェックポイントがあるが、il主  

も酪、1：した血ま，PC版相互の間隔30mmである．それ  

には前項の鳶で述べたような要領が要求されるが∴美際  

には柚壁の垂再二性の確認は，測定する点が垂直線仁にな  

いため人変難しく．少し正確作に欠けるものであった．  

写真－6 BI月CK5取付完了時全景  

また．取付け時に間越が発生した大きな原岡のひとつ  

はPC版の均質性と線や面が・定に保てなかったことで  

ある．フラットな昧等のPC順の精度と同じようにする  

には，モールドの改良・改善が必要とされる．   

ジョイントA・ジョイントBの方法については．水、ド  

方向，垂直方向共に30mm～40mmの調節しろをとって  

いたが．実際には数ヶ所でジョイントプレートを切断し，  

再溶接したり，調節穴を広げるなどの処置を余儀なくさ  

れた．もっと調節しろに余裕を持たせるか．ジョイント  

の仕方を変えるなど曲面をもつPC版の難しさがわかり，  

柁々の課題も残った．  

§5．おわりに  

今回のPC版取付けは．躯体亡事をスムーズに進捗さ  

せる上で大きな成栄が行られ，仕上がりの良さについて  

も期待どおりの結果を得て，また、オーナー側からも高  

い評価をいただいた．   

最後に施1二に当り，御協力・御指導頂きました関係者  

各位には深く感謝の意を表す次第です．   
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